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第三回定例会は、会期が8月29日～10月2日でしたので、
第二回定例会が終わってから2ヶ月ほどで次の議会となりま
した。その間、主に議員としての資質向上のための研修に
率先して参加させていただきました。そこで本市の財政状況
の分析や、他市区町村との比較、地域活性化の先進事例な
どを学び、茅ヶ崎市政にどう活かしていくかを検討いたしま
した。
今後も議員研修などどんどん参加して資質向上に努めなが
ら、常任委員会での議案審査等で積極的に発言し、市民の
皆様の声をどんどん市政に届けていきたいと思っております。

「都市経済常任委員会」に付託された議案の審査
議案第72号　令和元年度茅ヶ崎市一般会計補正予算
議案第83号　茅ヶ崎市営住宅条例の一部を改正する条例
議案第89号　平成30年度茅ヶ崎市公共下水道事業会計
利益の処分について
議案第90号　指導路線の廃止について
議案第91号の1～8　指導路線の認定について

議案第70号、令和元年度一般会計補正予算「民
生費・幼稚園就園奨励費等補助金」および「施設
等利用費」について。「賛成」
市内の幼稚園類似施設に通う子どもたちおよびそ
の世帯へ茅ヶ崎市独自の支援を、消費増税後も従
来通り継続して行っていくという市の姿勢は大変評
価するが、住んでる地域によって経済格差が起こら
ぬよう、社会全体で子育てを支援する仕組みを構
築するという市の計画を実現していくよう求める。

議案第70号及び第73号、令和元年度茅ヶ崎市
病院事業会計補正予算について。「賛成」
地域医療支援病院、救急指定病院、災害拠点病
院など多くの役割を担う「公立病院の存在意義」を
より明確にしながら、市民への説明責任を果たし十
分な理解を得る必要がある。その上でリバイバル・
ロードマップに則った抜本的な経営改革を進められ
ることを求める。
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茅ヶ崎市民の皆様こんにちは、木山こうじです。
市民の皆様に、7月から【令和元年第三回茅ヶ崎市議会定例会】が終了する10月初頭までの活動報告をさせていただきます。

■同年、関東学院大学学長賞を受賞。
■その後、北京オリンピック（2008年開催）に向けた練習を本格的に開始。
遠征や合宿で国内のみならず海外にも度々渡り、経験を積む。
■2005年、北京オリンピック強化指定選手選考会フェザー級チャンピオンと
なる。その功績が認められ、同年北京オリンピック強化指定選手に選出。
■その後、数々の試合を経て引退。
■引退後は、現役時代にお世話になった方の企業で社会生活を学ぶ。

■1982年　神奈川県横浜市生まれ
■横浜国立大学教育学部附属横浜小学校 卒業
■神奈川県 桐蔭学園 中学校 卒業
■神奈川県 桐蔭学園 高等学校 卒業
■私立 関東学院大学 法学部 卒業
■高校在学時、テコンドーと出会い真剣に練習を開始。
天性の運動神経の助けもあり、2001年WTF全日本学生
テコンドー選手権大会フェザー級チャンピオンとなる。
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【討議資料】

１、「スポーツを通じた施策について」
⑴スポーツを核とした地域の振興について
全国市区町村人口20万人以上の約130市区の中
で「老衰で亡くなる方が全国で最も多い自治体」で
ある茅ヶ崎は、市民の健康寿命が長く、スポーツ
への関心も高い。
健康とスポーツが身近にあることは本市の魅力の1
つと言えるので、スポーツと観光、スポーツと防災
など、スポーツを絡めて地域の活性化をしてはどう
か問いました。

⑵オリンピック・レガシーについて
一生に一度あるかないかの自国開催のオリンピッ
ク・パラリンピックを一過性のものにするのではな
く、オリンピック・パラリンピックを機にこの茅ヶ
崎にどんな「レガシー（遺産）」を残していくつもりな
のか、市長に問いました。

２、「広告事業について」
市の収入の半分を「市税」に頼っている本市にとって、少子高
齢化や人口減少は大きな問題である。今後は新たな自主財源の
確保が課題となるので、今後の自主財源確保の見通しと、広
告事業における「ネーミングライツ（命名権）」の導入について問
いました。

３、「LINE公式アカウントを利用した情報発信
について」

子育て、福祉、健康、防災など、欲しい情報は世代や生活ス
タイルによって異なります。自分が欲しいと思う情報を、自分で
選択して得る時代に変化しつつあります。
既存の広報媒体は「One to Many（不特定多数に発信する手
法）」であるため、必要のない情報も入ってきてしまう。LINEを
利用すれば市民ニーズに合わせた「One to One（ターゲティン
グ配信）」が可能になる。
LINE公式アカウント導入について市の見解を問いました。

一般質問をしました！

https://www.instagram.com/kiyamakoji/
https://www.facebook.com/koji.kiyama.7
https://twitter.com/kiyamakoji

木山こうじ 検索

木山こうじと茅ヶ崎の未来を作る会
    080－3004－5023
〒253－0006  茅ヶ崎市堤77－1 マリヴァノン1－203

インスタグラム・FB・ツイッターで日々の活動を
発信しています。お気軽にフォローお願いします！

三重県四日市市での勉強会

茅ヶ崎の発展に尽力された方々への表彰式 革新的な行政改革を進めている三重県桑名市の市長

都市経済常任委員会で茨城県取手市を視察 滋賀県大津市での議員研修


